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（１）

　

令
和
８
年
１
月
12
日
（
月
）
、
中
部

広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
新
春
恒
例
の

消
防
出
初
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
消
防
職
員
・
消
防
団
員
あ

わ
せ
て
総
員
405
名
、
車
両
29
台
が
参
加

し
、
厳
粛
か
つ
引
き
締
ま
っ
た
雰
囲
気

の
中
で
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
で
は
、
各
隊
が
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
示
す
統
制
の
取
れ
た
行
動

を
披
露
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
消
防
団

の
規
律
と
士
気
の
高
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
く
小
型
ポ
ン
プ
操
法
や
救
助
訓
練
、

一
斉
放
水
で
は
、
災
害
に
即
応
す
る
た

め
の
確
か
な
技
術
と
連
携
力
を
再
確
認
。

消
防
団
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
守
る

責
任
と
誇
り
を
胸
に
刻
む
、
意
義
深
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
不
断
の
努
力
を
続
け
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
や

防
災
意
識
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
（
久
宝
寺
分
団　

松
田
・
岡
田
）

出

初

式

令和８年消防出初式令和８年消防出初式令和８年消防出初式
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団

長

挨

拶

大
阪
府
消
防
表
彰
受
章

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
消
防
団
の
活
動
に

対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
は
、
自
然
災
害
や
火
災
の

厳
し
い
現
実
を
改
め
て
痛
感
す
る
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
２
月
に
岩
手
県

大
船
渡
市
で
発
生
し
た
大
規
模
な
林
野

火
災
と
、
11
月
に
大
分
市
佐
賀
関
の
住

宅
地
で
発
生
し
た
建
物
火
災
は
、
い
ず

れ
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害

を
通
じ
て
、
日
頃
か
ら
の
防
火
対
策
と

地
域
の
連
携
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く

認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
総
務
省
消
防
庁
よ

り
消
防
車
両
が
無
償
貸
与
さ
れ
、
そ
の

車
両
を
運
用
す
る
支
援
隊
が
10
月
に
発

足
い
た
し
ま
し
た
。
支
援
隊
は
、
地
震

や
台
風
、
集
中
豪
雨
、
土
砂
災
害
な
ど

の
大
規
模
自
然
災
害
や
、
市
内
で
発
生

す
る
大
規
模
な
炎
上
火
災
に
対
し
、
指

揮
・
防
御
・
警
戒
活
動
を
担
う
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
新
た
な
体

制
に
よ
り
、
消
防
力
の
一
層
の
強
化
が

図
ら
れ
、
地
域
の
安
全
確
保
に
向
け
た

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
、
八
尾
市
消
防
団
は
こ
れ
ら

の
災
害
を
決
し
て
「
対
岸
の
火
事
」
と

せ
ず
、
消
防
力
の
向
上
に
努
め
、
地
域

の
安
全
を
守
る
責
任
を
改
め
て
自
覚
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
訓
練
の
充
実
や

情
報
共
有
を
一
層
強
化
し
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
防
災
意

識
の
向
上
と
迅
速
な
対
応
力
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
団
員
一
同
、
誇
り
を
持
っ
て

地
域
の
安
全
を
守
り
続
け
る
所
存
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
団
員
の
皆
さ
ま
の
健
康
と

ご
家
族
の
ご
多
幸
、
そ
し
て
地
域
の
安

全
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

松村康正消防団長

　

令
和
７
年
度
大
阪
府
消
防
表
彰
と
し
て
、

本
市
か
ら
も
大
阪
府
知
事
表
彰
を
は
じ
め

と
し
て
、
多
く
の
団
員
が
栄
え
あ
る
表
彰

を
受
章
し
ま
し
た
。

【
大
阪
府
知
事
表
彰
】

〇
消
防
勤
続
功
労
章

山
本
分
団　

分
団
長　
　
　

貝
堀　

全
利

〇
消
防
功
労
章

曙
川
分
団　

分
団
長　
　
　

金
武　

正
亮

南
高
安
分
団　

副
分
団
長　

西
尾　

良
彦

高
安
分
団　

副
分
団
長　
　

米
澤　

晃
尋

高
安
分
団　

副
分
団
長　
　

錦
織　

栄
夫

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

〇
功
績
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　
　

松
本　
　

徹

【
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

〇
功
績
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　
　

松
本　
　

徹

〇
永
年
勤
続
章　

山
本
分
団　

分
団
長　
　
　

貝
堀　

全
利

〇
勤
続
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　
　

赤
岩　

孝
浩

龍
華
分
団　

副
分
団
長　
　

山　
　
　

聡

山
本
分
団　

副
分
団
長　
　

鹿
野　

廣
之

八
尾
分
団　

部
長　
　
　
　

東
野　

泰
治

大
正
分
団　

部
長　
　
　
　

梅
田　

洋
生

山
本
分
団　

部
長　
　
　
　

寺
内　

亮
仁

志
紀
分
団　

班
長　
　
　
　

北
山　
　

克

〇
勤
功
章

八
尾
分
団　

分
団
長　
　
　

竹
田　

英
夫

山
本
分
団　

部
長　
　
　
　

福
田　

大
祐

曙
川
分
団　

班
長　
　
　
　

杉
原　

弘
恭

山
本
分
団　

班
長　
　
　
　

川
田　
　

剛

志
紀
分
団　

班
長　
　
　
　

西
村　

俊
彦

志
紀
分
団　

班
長　
　
　
　

中
辻　

勝
俊

志
紀
分
団　

班
長　
　
　
　

山
本　

剛
久

志
紀
分
団　

班
長　
　
　
　

辻
村　
　

学

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

松
本　

健
次

〇
精
勤
章

山
本
分
団　

班
長　
　
　
　

伊
達　

悠
樹

山
本
分
団　

団
員　
　
　
　

三
上　

茂
樹

山
本
分
団　

団
員　
　
　
　

野
本　

和
裕

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

宮
平　

誠
二

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

川
田　
　

修

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

米
田　

卓
司

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

竹
田　

哲
郎

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

森
本　

道
明

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

中
野　

宏
志

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

永
野　

尚
弘

志
紀
分
団　

団
員　
　
　
　

中
川　

貴
哉
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（３）

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

秋
季
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル

　

令
和
７
年
11
月
９
日（
日
）、
八
尾

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
高
校

生
以
上
）
の
方
を
対
象
に
、
大
阪
府

中
部
広
域
防
災
拠
点
で
「
令
和
７
年

度
八
尾
市
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

（
消
防
版
）
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

76
名
も
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
事
前
学
習
と
し
て
八
尾

市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
防
災
講
義
動
画
を
視
聴
し
て
い
た

だ
き
、
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
学
べ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
受
講
者

の
理
解
促
進
と
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
消
防
署
員
や
消
防
団

員
が
消
火
訓
練
や
救
命
講
習
な
ど
の

実
技
指
導
を
行
い
、
八
尾
市
危
機
管

理
課
の
職
員
に
よ
る
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
）
も
実
施
さ
れ
、
実

践
的
か
つ
多
角
的
な
内
容
と
な
り
ま

し
た
。
講
習
終
了
後
に
は
「
八
尾
市

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
終
始
、
真
剣
な
眼
差
し

で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
防
災
訓
練
の
企
画
・
立

案
や
大
規
模
災
害
時
な
ど
、
地
域
や

企
業
に
お
け
る
「
自
助
」
「
共
助
」

の
中
核
的
存
在
と
し
て
防
災
リ
ー
ダ

ー
が
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
分
団
で
も
情
報
共
有
を
進

め
、
防
災
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
（
八
尾
分
団　

中
村
・
小
林
）

　

令
和
７
年
11
月
９
日
か
ら
15
日
の

期
間
、「
令
和
７
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
」
が
八
尾
市
内
全
域
で
開
催

さ
れ
、
様
々
な
防
火
に
関
す
る
取
り

組
み
や
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
訓
練
な
ど

が
各
種
団
体
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
地
域
社
会
全

体
の
防
火
意
識
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

八
尾
市
消
防
団
で
は
、
特
に
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
皆
様
に
防
火
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
重
要
視

し
、
各
分
団
・
分
隊
単
位
で
消
防
車

に
よ
る
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を
積
極
的

に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
広
報
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
、
火
災
予
防
の
重
要
性

を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
な
が
ら
、
地
域
住

民
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
安
分
団
に
お
い
て
も
４
つ
の
分

隊
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
が
高

安
地
区
全
体
を
網
羅
す
る
形
で
、
広

域
農
道
な
ど
も
含
め
た
広
範
囲
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

地
域
は
地
理
的
特
性
か
ら
林
野
火
災

へ
の
警
戒
も
必
要
で
あ
り
、
特
に
乾

燥
す
る
季
節
に
は
注
意
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

�

今
後
も
高
安
分
団
で
は
、
歳
末
特

別
警
戒
や
春
季
火
災
予
防
運
動
な
ど

と
併
せ
て
、
日
常
的
に
丁
寧
な
広
報

活
動
と
継
続
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通

じ
て
、
地
域
の
防
火
意
識
向
上
と
安

全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

◆
（
高
安
分
団　

清
水
・
竹
本
）
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林

野

火

災

訓

練

署
団
合
同
ポ
ン
プ
繰
法

　

令
和
７
年
11
月
13
日
（
木
）
、
大

畑
山
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に

て
林
野
火
災
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
現
場
指
揮
車
を
は
じ

め
、
数
隊
の
消
火
隊
を
編
成
し
て
の

訓
練
と
な
り
我
々
消
防
団
は
現
場
近

く
の
市
民
の
森
で
待
機
し
、
指
示
が

あ
り
次
第
、
出
動
と
い
う
形
に
な
り

ま
し
た
。

　

林
野
火
災
と
い
う
こ
と
も
あ
り
消

防
車
が
入
っ
て
行
け
な
い
場
所
に
火

点
が
あ
る
為
、
ホ
ー
ス
を
７
本
延
長

し
て
の
消
火
活
動
に
な
り
山
道
を
駆

け
上
が
っ
て
い
く
隊
員
の
姿
を
見
て
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
大
事
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

消
防
団
と
し
て
は
、
他
の
消
火
隊

と
は
別
の
火
点
を
担
当
す
る
為
、
防

火
水
槽
を
用
意
し
可
搬
ポ
ン
プ
を
用

い
て
の
消
火
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

市
街
地
の
火
災
現
場
と
違
い
、
足
場

の
悪
い
中
で
の
消
火
活
動
と
な
り
普

段
で
き
な
い
訓
練
が
で
き
た
こ
と
は

大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

我
々
南
高
安
分
団
は
山
間
部
に
面

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
山
火
事
の
発
生
を
常
に
想
定
し
、

今
後
も
訓
練
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
（
南
高
安
分
団　

市
田
・
山
下
）

　

令
和
７
年
11
月
16
日
（
日
）
、
消

防
署
・
消
防
団
合
同
放
水
訓
練
が
開

催
さ
れ
、
22
分
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
火
災
現
場
に
お
け

る
迅
速
か
つ
安
全
な
放
水
活
動
を
目

的
と
し
、
車
両
の
進
入
か
ら
放
水
、

標
的
の
制
圧
、そ
し
て
撤
収
ま
で
、一

連
の
流
れ
を
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
車
両
を
所
定
の
位
置
ま
で

進
め
る
タ
イ
ム
計
測
か
ら
訓
練
が
始

ま
り
、
タ
イ
ム
を
意
識
し
つ
つ
も
安

全
確
認
を
怠
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
た
。
停
車
後
、
指
揮
者
の
指
示
を

受
け
、
各
隊
員
が
迅
速
に
持
ち
場
へ

移
動
し
、
ホ
ー
ス
の
延
長
や
分
岐
管
、

筒
先
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
ホ
ー

ス
カ
ー
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
な
い
団

員
も
い
ま
し
た
が
、
先
輩
団
員
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ

に
ホ
ー
ス
を
延
長
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ド
ラ
ム
缶
を
放
水
で
所
定
の
位

置
ま
で
移
動
さ
せ
る
訓
練
で
は
、
水

圧
の
調
整
が
難
し
く
苦
戦
し
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
目
標
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
火
災
現
場
は
時
間
と
の
勝

負
で
あ
り
、
各
隊
員
が
連
携
し
迅
速

か
つ
的
確
に
行
動
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　

今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
訓
練
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（ 

志
紀
分
団　

井
形
・
辻
村
）
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地 域 を 守 る 消 防 団

（５）

　

令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）
大
阪

府
立
消
防
学
校
に
て
「
機
関
科
ポ
ン

プ
車
課
程
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
下
か
ら
は
約
80
名
の
団
員

が
参
加
し
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

操
作
技
術
と
知
識
の
習
得
に
励
み
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
株
式
会
社
モ
リ
タ
の

講
師
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
始
業
点
検
の
方
法

や
ポ
ン
プ
の
構
造
、
故
障
時
の
対
応

な
ど
基
礎
的
な
知
識
を
学
び
、
講
義

で
は
、
実
際
の
現
場
で
役
立
つ
ポ
イ

ン
ト
や
安
全
管
理
の
重
要
性
に
つ
い

て
も
詳
し
く
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
消
防

学
校
の
教
官
と
株
式
会
社
モ
リ
タ
の

講
師
指
導
の
も
と
、
実
際
に
ポ
ン
プ

車
を
使
用
し
た
始
業
点
検
、
真
空
テ

ス
ト
、
乗
車
・
下
車
の
要
領
、
水
利

部
署
の
手
順
、
揚
水
・
放
水
の
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
実
技
訓
練
で
は
、

細
か
な
操
作
方
法
や
チ
ー
ム
で
の
連

携
が
求
め
ら
れ
、
参
加
者
同
士
で
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
技
術
の
習
得
に

努
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
今
回
の
課
程

で
得
た
知
識
と
技
術
を
、
今
後
の
現

場
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
、
日
々
の

訓
練
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
も
消
防

団
員
の
技
能
向
上
を
目
指
し
、
実
践

的
な
訓
練
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
団

員
一
人
ひ
と
り
の
成
長
が
不
可
欠
で

あ
り
、
今
回
の
課
程
は
そ
の
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

◆
（ 

西
郡
分
団　

荒
井
・
橋
本
）

　

令
和
７
年
11
月
22
日
（
土
）
南
木

の
本
防
災
公
園
に
て
、
八
尾
市
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
「
い
の
ち
を
守

る
防
災
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
2025
」
が
開
催
さ
れ
、

防
災
体
験
・
展
示
ブ
ー
ス
や
消
防
・

警
察
・
自
衛
隊
の
設
備
や
車
両
の
操

作
、
乗
車
体
験
が
で
き
る
ブ
ー
ス
が

あ
り
、
子
供
達
も
楽
し
め
る
地
域
密

着
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

消
防
ブ
ー
ス
と
し
て
、
放
水
体
験

・
消
火
器
体
験
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・
煙

中
避
難
体
験
・
ミ
ニ
消
防
車
体
験
・

制
服
着
用
体
験
な
ど
を
用
意
し
、
参

加
さ
れ
た
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
分
団
か
ら
５
名
が
参
加
し
、

防
火
水
槽
の
水
を
利
用
し
た
ポ
ン
プ

車
で
の
放
水
体
験
を
担
当
し
ま
し
た
。

実
際
に
消
防
隊
が
使
っ
て
い
る
ホ
ー

ス
を
使
い
、
筒
先
を
持
ち
、
水
の
通

っ
た
ホ
ー
ス
の
重
さ
や
硬
さ
、
狙
っ

た
と
こ
ろ
に
当
て
る
難
し
さ
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

地
域
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
消
防
団
の
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
大
正
分
団　

山
内
・
福
井
）

い
の
ち
を
守
る
防
災
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

機
関
科
ポ
ン
プ
車
課
程



（６）

　

令
和
７
年
12
月
14
日
（
日
）
中
部

広
域
防
災
拠
点
に
て
団
本
部
支
援
隊

発
足
式
及
び
歳
末
警
戒
出
発
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
支
援
隊
は
、
総
務
省
無
償
貸

与
車
両
（
Ｃ
Ｄ
ー
Ⅰ
）
の
運
用
に
あ

た
り
、
消
防
団
本
部
の
直
轄
部
隊
と

し
て
、
大
規
模
災
害
時
等
に
万
全
の

消
防
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
各
分
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
団

員
に
よ
り
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
式
で
は
、
松
村
団
長
か
ら
の

激
励
、
支
援
隊
員
の
紹
介
、
支
援
隊

長
の
決
意
表
明
が
あ
り
、
支
援
隊
に

対
す
る
期
待
や
役
割
を
認
識
し
、
隊

員
は
引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

支
援
隊
発
足
式
後
は
、
歳
末
警
戒

出
発
式
が
あ
り
、
大
松
市
長
よ
り
訓

示
を
い
た
だ
き
、
消
防
団
車
両
27
台
、

消
防
団
員
約
200
名
が
歳
末
警
戒
パ
ト

ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
支
援
隊
は
、
本
部
と
各

分
団
を
つ
な
ぐ
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

と
し
て
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
や
情
報

共
有
を
大
切
に
し
、
団
全
体
の
連
携

力
を
高
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
確
実

な
支
援
が
で
き
る
体
制
の
構
築
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
八
尾
市
消

防
団
の
一
員
と
し
て
、
仲
間
を
支
え
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
（
龍
華
分
団　

兼
山
・
佐
々
木
）

　

令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）
山
本

小
学
校
に
て「
山
本
地
区
防
災
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
高
安
出
張
所

・
山
本
分
団
上
之
島
分
隊
・
大
阪
経

法
大
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
が
協
力
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
は
、
災
害
時
を
想
定

し
て
、
各
町
会
単
位
で
集
合
し
、
町

会
長
さ
ん
先
導
の
も
と
避
難
経
路
を

確
認
し
な
が
ら
小
学
校
へ
来
ら
れ
ま

し
た
。
子
供
連
れ
の
ご
家
族
や
高
齢

の
方
が
お
ら
れ
る
た
め
、
皆
さ
ん
で

声
を
掛
け
合
い
協
力
し
な
が
ら
移
動

さ
れ
る
姿
に
、
地
域
の
繋
が
り
や
共

助
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
の
内
容
は
、
小
型
ポ
ン

プ
放
水
体
験
・
煙
中
体
験
・
水
消
火

器
体
験
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・
防
災
食
試

食
・
消
防
団
車
両
展
示
で
す
。
参
加

者
の
方
に
は
各
町
会
単
位
で
班
に
な

り
、
各
ブ
ー
ス
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
普
段
出

来
な
い
事
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
興
味
・
関
心
を
持

た
れ
、
防
災
意
識
向
上
や
各
組
織
の

存
在
意
義
の
認
知
に
繋
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
我
々
の
知
識
・
技

術
の
向
上
だ
け
で
無
く
、
地
域
密
着

型
の
訓
練
で
裾
野
や
繋
が
り
を
広
げ

る
こ
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
自
主
防

災
力
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
方
に
継
続
し
て
訓

練
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
山
本
分
団　

藤
本
・
椿
本
）
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山
本
地
区
防
災
訓
練

団
本
部
支
援
隊
発
足
式
及
び

歳
末
警
戒
出
発
式
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地 域 を 守 る 消 防 団

（７）
　

私
が
所
属
す
る
曙
川
分
団
に
い
る

杉
原
班
長
（
写
真
左
側
）
と
乾
技
術

団
員
（
写
真
右
側
）
は
、
八
尾
市
消

防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
て
い

る
会
社
に
お
勤
め
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
杉
原
班
長
に
会
社
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
、
ど
の
よ
う
に
し
て
仕
事

と
団
活
動
を
両
立
し
て
い
る
の
か
聞

い
て
き
ま
し
た
。

　

（
杉
原
班
長
）

　

私
が
入
社
し
た
株
式
会
社
ス
ギ
タ

は
、
創
業
者
で
あ
る
会
長
が
長
年
消

防
団
で
活
動
さ
れ
、
そ
の
意
思
を
継

い
で
社
長
も
消
防
団
員
と
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
私
も

消
防
団
に
入
団
し
、
今
日
ま
で
活
動

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
営
業
職
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
出
動
指
令
が
入
っ

た
際
に
は
外
回
り
を
し
て
い
る
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
社
内
に
い
る
際
な

ど
は
会
長
か
ら
「
す
ぐ
に
行
け
！
」

と
激
励
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
社

と
し
て
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
た
め
に
よ
り
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
促
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
長
く
消

防
団
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
、
私
も
社
内
や
地
域

に
対
す
る
防
災
意
識
を
高
く
持
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
会
社
お
よ
び
地
域
の
安

全
を
守
る
一
員
と
し
て
、
さ
ら
に
防

災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
で
き
る
範
囲
で
防
災
意
識
を

広
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

◆
（
曙
川
分
団　

森
・
岩
元
）

意

識

の

変

化

八
尾
市
消
防
団
協
力
事
業
所
紹
介

株
式
会
社　

ス
ギ
タ

消
防
団
協
力
事
業
所
と
は
、

地
域
の
消
防
団
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
、
協
力
す
る
企

業
や
団
体
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
は
、

従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
や
す
い
職
場
環
境
を

整
備
し
、
出
動
や
訓
練
へ
の

参
加
を
理
解
・
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓
練
や

地
域
の
防
災
啓
発
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域

の
防
災
力
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

八
尾
市
で
は
、
こ
う
し
た
企

業
や
団
体
を
「
消
防
団
協
力

事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
、

消
防
団
と
地
域
社
会
の
連
携

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
認
定

を
受
け
た
事
業
所
は
、
地
域

の
安
全
を
守
る
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
災
害
時
の

迅
速
な
対
応
や
防
災
意
識
の

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
と
は

　

私
は
令
和
５
年
５
月
に
友
人
を
介

し
て
八
尾
市
女
性
消
防
団
に
入
団
し

ま
し
た
。
急
に
入
団
が
決
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
当
初
は
消
防
団
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
識
が
な
い
状

態
で
し
た
が
、
入
団
し
て
活
動
を
通

じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
貰

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
通
救
命
講
習
で
は
人
に
教
え
る

こ
と
の
難
し
さ
を
知
り
、
講
習
に
来

ら
れ
て
い
る
方
の
受
講
理
由
や
意
識

の
高
さ
、
実
際
の
現
場
で
の
体
験
談

に
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
今
ま
で
の
生
活
で
は
意
識

し
て
い
な
か
っ
た
自
分
に
出
来
る
人
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助
け
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場
所
の
確
認
な
ど
明

ら
か
に
入
団
前
と
は
違
う
と
こ
ろ
に
意

識
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
段

の
自
分
の
仕
事
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
、

大
人
に
な
っ
て
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
、
経
験
す
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
私
に
人
の
命
を
助
け
ら
れ
る

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
入
団
し
た

こ
と
、
知
識
を
得
た
こ
と
を
縁
だ
と
感

じ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
（
女
性
分
団　

平
野　

奈
央
）

　

火
の
見
櫓
第
53
号
を
お
読
み
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
団
体
の
皆
様
、
広
報
部
員
の
皆

様
の
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い
第
52
、

53
号
広
報
誌
が
で
き
た
こ
と
を
感

謝
し
て
い
ま
す
。
次
号
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
で
各
隊
の
方
々
と
協
力
し

完
成
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

広
報
部
会
に
参
加
し
、
各
隊
の

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
や
、
自
主

的
な
訓
練
、
活
動
の
話
を
聞
け
て

自
分
達
の
隊
で
も
頑
張
ら
な
け
れ

ば
と
気
合
い
が
入
り
ま
し
た
。

　

広
報
部
会
で
の
主
な
仕
事
は
記

事
の
作
成
で
す
が
、
各
隊
と
交
流

す
る
事
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
成
長
に
も
繋
が
り
ま

す
し
、
こ
れ
か
ら
広
報
部
会
に
入

っ
て
い
た
だ
く
方
々
も
楽
し
く
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

　

「
お
お
き
に
大
阪 

消
防
団
応
援
の
店
」

は
、
大
阪
府
内
の
消
防
団
員
が
八
尾
市

消
防
団
員
の
利
用
者
証
を
提
示
す
る
と
、

店
舗
ご
と
に
異
な
る
割
引
や
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
者
の
登
録
方
法

・
左
記
の
QR
コ
ー
ド
か
ら
「
お
お
き
に

　

大
阪
消
防
団
応
援
の
店
」
登
録
申
請

　

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

・
店
舗
の
所
在
地
、
特
典
内
容
や
対
象

　

者
（
同
伴
者
を
含
む
か
否
か
）
な
ど
、

　

必
要
事
項
を
入
力
し
、
登
録
申
請
を

　

行
い
ま
す
。

・
登
録
後
、
「
お
お
き
に
大
阪
消
防
団

　

応
援
の
店
」の
表
示
証（
ス
テ
ッ
カ
ー
）

　

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
わ
か
り
や

　

す
い
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
部
員
名
簿

広
報
部
員
名
簿

久
宝
寺
分
団　

松
田　

孝
志

西
郡
分
団　
　

荒
井　

宏

山
本
分
団　
　

藤
本　

雄
太

委
員
長

副
委
員
長

委
員

久
宝
寺
分
団　

岡
田　

素
之

西
郡
分
団　
　

橋
本　

辰
夫      

八
尾
分
団　
　

中
村　

道
弘
・
小
林　

隆
廣

龍
華
分
団　
　

兼
山　

泰
治
・
佐
々
木 

祐
介 

大
正
分
団　
　

山
内　

聡
・
福
井 

雅
悠

曙
川
分
団　
　

森　

弘
樹
・
岩
元　

雄
亮

南
高
安
分
団　

市
田　

篤
史
・
山
下　

貴
弘

高
安
分
団　
　

清
水　

大
輔
・
竹
本　

亮
太

山
本
分
団　
　

椿
本　

達
也

志
紀
分
団　
　

井
形　

肇
・
辻
村　

学

編

集

後

記

お
お
き
に
大
阪
消
防
団
応
援
の
店

委
員
長　

松
田　

孝
志

　

こ
の
度
は
「
火
の
見
櫓
」
52
号

・
53
号
の
発
刊
に
あ
た
り
、
広
報

部
会
と
消
防
団
係
の
皆
様
の
支
え

で
副
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
、
素
晴
ら
し
い
記
事
が
完
成
し

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
と
発
刊
を
心
よ

り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

副
委
員
長　

荒
井　

宏

副
委
員
長　

藤
本　

雄
太

■
令
和
８
年
度　

消
防
団
行
事
予
定
■

４
月 

５
月

７
月

８
月

９
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

消
防
団
員
任
命
式

恩
智
川
水
防
訓
練

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習

初
任
基
礎
教
育
訓
練
A
課
程

初
任
基
礎
教
育
訓
練
B
課
程

中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

女
性
団
員
研
修
会

大
阪
府
消
防
大
会

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会

消
防
総
合
訓
練
・
秋
の
火
災
予
防
運
動

消
防
署
・
消
防
団
合
同
放
水
訓
練

水
防
視
察
研
修

歳
末
特
別
警
戒
出
発
式

大
阪
府
消
防
女
性
消
防
団
員
連
絡
会
議

消
防
出
初
式
・ 

文
化
財
訓
練

消
防
団
充
実
強
化
研
究
会

資
機
材
取
扱
い
訓
練

春
の
火
災
予
防
運
動
・
消
防
記
念
日
表
彰
式

大
阪
府
消
防
表
彰
式
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